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2016年 

第 97号 

号 

ご意見箱 

 

当院では信頼される医療、想いと優しさの伝わるケアを目指し、患者様

の立場に立ったよりよい医療を提供でるよう努めて参りたいと考えており

ます。正面玄関や病棟に「ふれあいの箱」というご意見箱を設置しており

ますので、当院に対するご意見・ご要望等ございましたらご遠慮なくお聞

かせください。 

理事長 前田隆史 
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〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

平成 28 年 3 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 皮膚科 

1 火 前田純 田所   辻正 津島 田所       田所 

2 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠 武田       岸誠 

3 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 津島 阪部   鈴木一 山田 

4 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山 津島       武田 

5 土 津島     濱田 津島         高橋 

6 日 休 診（日直 津島） 多田羅 

7 月 前田純 前田隆 池田 濱田 前田純 多田羅 津島 森上   竹﨑 

8 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

9 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠 武田       岸誠 

10 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 須藤     山田 

11 金 前田隆 多田羅   辻正 佐尾山 津島     鈴木一 武田 

12 土 津島 鈴木康   濱田 津島       谷口 小島 

13 日 当番医(内科：津島 ・小児科：辻正) 当番医(内科：津島 ・小児科：濱田)   津島 

14 月 前田純 前田隆 池田 濱田 前田純 多田羅 津島     竹﨑 

15 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

16 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠         岸誠 

17 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 須藤     山田 

18 金 前田隆 多田羅   辻正 佐尾山 津島     鈴木一 池田 

19 土 津島 鈴木康   濱田 津島       谷口 桑原 

20 日 休 診（日直 桑原） 桑原 

21 月 休 診（日直 桑原） 竹﨑 

22 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

23 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠         岸誠 

24 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 須藤     山田 

25 金 前田隆 多田羅   辻正 佐尾山 津島       池田 

26 土 津島 鈴木康   濱田 津島       谷口 和田 

27 日 休 診（日直 和田） 池田 

28 月 前田純 前田隆 池田 濱田 前田純 多田羅 津島     竹﨑 

29 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

30 水 岸誠 多田羅 佐尾山 辻正 岸誠         岸誠 

31 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 須藤     山田 

 

年
が
明
け
、
今
年
は
暖
冬
だ
と
気
を
緩
め
て

い
た
所
に
、
日
本
列
島
に
大
寒
波
が
流
れ
込
み
、

鹿
児
島
県
で
は
、
１
１
５
年
ぶ
り
に
雪
が
降
り
、

沖
縄
県
で
も
み
ぞ
れ
が
降
る
と
い
う
異
常
気
象

が
起
こ
り
ま
し
た
。 

二
月
に
入
り
平
年
並
み
の
天
候
で
春
の
訪
れ

を
待
ち
望
ん
で
い
た
矢
先
、
例
年
よ
り
遅
い
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
小 

中
学
校
で
は
学
級
閉
鎖 

が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

各
施
設
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
個
性
豊
か
な
鬼

に
変
装
し
、
利
用
者
様
と
豆
ま
き
を
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
綿
や
紐
な
ど
を
利
用
し
て
恵
方
巻

き
を
手 

作
り
し
、 

健
康
へ 

の
願
い 

を
込
め 

ま
し
た
。 

三
月
に
入
り
暖
か
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
云

わ
れ
て
お
り
、
本
当
の
春
ま
で
あ
と
わ

ず
か
で
す
ね
。 

三
月
十
一
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら

五
年
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
復
興

出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
の
苦
し
み
は
い
か
ば
か
り
か
と

心
痛
む
ば
か
り
で
す
。 

国
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
予

備
選
挙
で
、
今
ま
で
に
な
い
型
破
り
の

候
補
者
が
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

又
国
内
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
新

国
立
競
技
場
に
聖
火
台
が
な
い
設
計
に 

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
あ
き
れ
て
し

ま
い
ま
す
ね
。 

関
係
閣
僚
会
議
の
議
長
を
務
め
る
遠

藤
氏
は
「
聖
火
は
セ
レ
モ
ニ
ー
の
一
つ

と
し
て
行
な
わ
れ
る
だ
け
と
認
識
し
て

い
た
」
と
云
い
、
都
知
事
は
「
Ｊ
Ｓ
Ｃ(

日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー)

が
考
え

て
い
る
と
思
っ
た
。
聖
火
台
ど
う
か
な

と
い
う
議
論
が
で
な
か
っ
た
の
も
反
省

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
云
っ
て
お

り
ま
す
。 

関
係
者
全
員
が
な
ん
と
無
責
任
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
と
、
あ
き
れ
る
ば

か
り
で
す
。
日
本
の
政
治
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。 

こ
の
こ
と
を
教
訓
に
我
々
は
、
一
つ

ひ
と
つ
の
仕
事
に
必
ず
報
告
、
連
絡
、

相
談
を
は
っ
き
り
と
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
間
違
い
を
起
こ
さ
な
い
為
に
、
又

各
人
が
仕
事
上
少
し
づ
つ
で
も
進
歩
し

て
い
く
為
に
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ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
発
症
後
、
極
め
て

短
い
時
間
の
う
ち
に
全
身
性
に
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
が
出
る
反
応
で
す
。 

 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
原
因
は
食
べ
物
が

最
も
多
く
、
続
い
て
蜂
な
ど
の
昆
虫
、
薬
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

[

食
べ
物] 

 

鶏
卵
、
牛
乳
、
小
麦
、
そ
ば
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

な
ど
、
特
定
の
物
を
食
べ
た
と
き
に
起
こ
り
ま

す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
で
み
ら

れ
、
特
に
乳
幼
児
に
多
い
よ
う
で
す
。 

 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物
質
を
「
ア

レ
ル
ゲ
ン
」
ま
た
は
「
抗
原
」
と
い
い
ま
す
。 

ア
レ
ル
ゲ
ン
が
体
内
に
入
っ
て
く
る
と
、

こ
れ
を
や
っ
つ
け
よ
う
と
「Ig

E

（
ア
イ
ジ

ー
イ
ー
）
抗
体
」
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
作

り
出
さ
れ
ま
す
。
こ
のIg

E

抗
体
は
、
皮
膚

や
粘
膜
に
多
く
あ
る
マ
ス
ト
細
胞
の
表
面

に
、
ア
ン
テ
ナ
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
食
べ
た
だ
け
で
は
症
状
が
出
な
い
の

に
、
食
べ
て
４
時
間
以
内
に
運
動
が
組
み
合
わ

さ
る
と
症
状
が
誘
発
さ
れ
る
「
食
物
依
存
性
運

動
誘
発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。 

[

蜂
毒] 

 

ス
ズ
メ
バ
チ
、
ア
シ
ナ
ガ 

バ
チ
な
ど
の
蜂
の
毒
液
に 

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。 

[

薬
物] 

 

原
因
と
な
る
薬
物
の
多
く
は
、
ペ
ニ
シ
リ
ン

な
ど
の
抗
生
物
質
、
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
の
解
熱

鎮
痛
剤
、
抗
て
ん
か
ん
薬
の 

頻
度
が
多
く
、
ま
た
、
検
査 

に
使
わ
れ
る
造
影
剤
、
ワ
ク 

チ
ン
や
麻
酔
薬
、
輸
血
な
ど 

も
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る 

よ
う
で
す
。 

[

ラ
テ
ッ
ク
ス
（
天
然
ゴ
ム
）] 

ラ
テ
ッ
ク
ス
は
ゴ
ム
ノ
キ
の
樹
液
に
含
ま

れ
る
成
分
で
、
天
然
ゴ
ム
製
品
に
触
れ
て
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ラ
テ
ッ
ク
ス
は
医
療
用
手
袋
や
カ
テ
ー

テ
ル
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
他
、
風
船
や
避

妊
具
、
ゴ
ム
靴
、
ゴ
ム
草
履
な
ど
の
日
用
品
に

使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
の
体
に
は
、
体
内
に
侵
入
し
て

き
た
異
物
に
対
し
て
抗
体
、Ig

E

を
作
り
、

こ
れ
ら
を
攻
撃
し
て
体
を
守
ろ
う
と
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

場
合
、
食
べ
物
に
含
ま
れ
る
主
に
タ
ン
パ

ク
質
が
異
物
と
認
識
さ
れ
て
症
状
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。 

[

子
供
に
多
い
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー] 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
子
供
に
多
く
み
ら

れ
る
の
が
特
徴
で
、
６
歳
以
下
の
乳
幼
児

が
患
者
数
の 

％
近
く
を
占
め
、
１
歳
に

満
た
な
い
子
供
は 

～ 

人
に
１
人
が
発

症
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
多
い
の

は
、
成
長
段
階
で
消
化
機
能
が
未
熟
な
為
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
を
小
さ

く
分
解
（
消
化
）
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
が
ひ
と
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
成
長
に
伴
っ
て
消
化
吸

収
機
能
が
発
達
し
て
く
る
と
、
原
因
食
物

に
対
し
て
耐
性
が
つ
く
可
能
性
が
高
い
よ

う
で
す
。 

 

し
か
し
、
中
に
は
大
人
に
な
っ
て
も
症

状
が
続
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
幼
児
期
後

半
以
降
（
成
人
も
含
む
）
に
発
症
し
た
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
治
り
に
く
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は 

 

対
策 

 

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
本
来
、
体
の
外
か
ら
入
っ

て
き
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
防
い
だ
り
、
体
の

中
に
で
き
た
が
ん
細
胞
を
排
除
す
る
の
に
不

可
欠
な
免
疫
反
応
が
、
花
粉
、
ダ
ニ
、
ほ
こ
り
、

食
べ
物
な
ど
に
対
し
て
過
剰
に
起
こ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。 

 

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉
症
を
含
む
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
が
代
表
的
な
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
で
す
。 

 

再
び
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
侵
入
し
て
き
て
、
こ
の

Ig
E

抗
体
の
ア
ン
テ
ナ
に
ひ
っ
か
か
り
結
合

し
た
と
き
、
マ
ス
ト
細
胞
の
中
に
つ
ま
っ
て
い

る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
の
化
学
物
質
が
一
気
に

放
出
さ
れ
て
、
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状
が
表
れ
て

く
る
の
で
す
。 

 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
原
因 

３
大
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
症
状 

[

３
大
ア
レ
ル
ゲ
ン] 

鶏
卵
、
牛
乳
、
小
麦
は
「
３
大
ア
レ
ル
ゲ
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
と
な
る
食
物
に
は
、
そ
ば
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
え
び
・

蟹
な
ど
の
甲
殻
類
、
果
物
、
豆
類
な
ど
幅
広
く
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ど
の
食
物
が
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
か
は
年
齢
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
乳

幼
児
に
と
っ
て
の
主
な
原
因
食
物
は
３
大
ア
レ
ル
ゲ
ン

で
あ
る
鶏
卵
、
牛
乳
、
小
麦
で
す
が
、
学
童
期
以
降
に

な
る
と
甲
殻
類
や
果
物
類
、
小
麦
な
ど
が
主
な
原
因
食

物
と
な
り
ま
す
。 

[

症
状] 

○
皮
膚
症
状 

 

即
時
型
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
で
も
っ
と
も
多

く
、
じ
ん
ま
し
ん
や
か
ゆ
み
、
赤
み
な
ど
が
約
９
割
の

患
者
に
み
ら
れ
ま
す
。 

○
呼
吸
器
症
状 

 

皮
膚
症
状
の
次
に
多
い
の
が
、 

く
し
ゃ
み
、
せ
き
、
呼
吸
困
な 

ど
の
症
状
で
す
。 

○
粘
膜
症
状 

 

口
の
中
が
イ
ガ
イ
ガ
し
た
り
、
唇
や
口
の
中
、
ま
ぶ

た
が
腫
れ
る
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
ま
た
、
の
ど
の

粘
膜
も
腫
れ
て
気
道
が
狭
く
な
る
た
め
、
声
が
枯
れ
た

よ
う
に
な
っ
た
り
、
声
が
出
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

進
行
す
る
と
窒
息
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

○
消
化
器
症
状 

 

腹
痛
や
吐
き
気
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。 

 

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
た
め
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
知
る
こ
と
が
対
策
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
食
事
の
後
に
、
繰
り
返
し
「
お
か
し
い
な
」

と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
医
師
に
相
談
し
て
原
因
食
物
を

き
ち
ん
と
診
断
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

[

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
除
去
は
必
要
最
低
限
に] 

ア
レ
ル
ゲ
ン
が
は
っ
き
り
し
た
ら
、
医
師
の
指
導
の

も
と
、
原
因
食
物
を
食
べ
な
い
「
食
物
除
去
」
を
お
こ

な
い
ま
す
。
し
か
し
、
栄
養
不
足
で
健
康
や
成
長
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
、
医
師
と
し
っ
か
り
相
談
し
、
除
去

は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

[

加
工
食
品
の
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
確
認] 

 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
い

「
特
定
原
材
料
」
の
表
示
が
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
定
原
材
料
と
は
、
卵
、
乳
、
小
麦
、
え

び
、
か
に
、
そ
ば
、
落
花
生
の
７
品
目
の
こ
と
を
指
し
、

極
め
て
少
量
で
も
容
器
包
装
さ
れ
た
加
工
食
品
に
入
っ

て
い
れ
ば
、
原
材
料
が
表
示
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
特
定
原
材
料
に
準
ず
る
も
の 

品
目
に
つ
い

て
は
、
表
示
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
表
示
が
奨
励
さ
れ
て
い
る 

品
目 

あ
わ
び
、
い
か
、
い
く
ら
、
オ
レ
ン
ジ
、
カ
シ
ュ
ー

ナ
ッ
ツ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
牛
肉
、
く
る
み
、
ご
ま
、

さ
け
、
さ
ば
、
大
豆
、
鶏
肉
、
バ
ナ
ナ
、
豚
肉
、
ま
つ

た
け
、
も
も
、
や
ま
い
も
、
り
ん
ご
、
ゼ
ラ
チ
ン 

※
店
頭
で
計
り
売
り
さ
れ
る
総
菜
・
パ
ン
な
ど
、
そ
の
場

で
包
装
さ
れ
る
物
、
注
文
し
て
作
る
お
弁
当
は
表
示
さ
れ

な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

  

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因 

 

 

食
物
ア
レ
ル
ギ
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ほうれん草４倍のビタミンＣ ほんのり苦味の『なばな』 
 

 

【作り方】 

なばなを３㎝幅に切り、色よくゆで水気をしぼ 

る。調味料を合わせ、なばなを和えすりごまを 

ふり完成♪ 

●●● ●●● 

【材料】 ２～３人分 

なばな・・・１７０ｇ、ごましゃぶだ

れ・・・大さじ１、味ぽん・・・大さじ１、

すりごま・・適量 

昔は菜種油を搾るために栽培されていた菜の花ですが、明治時代に入ってからは、

カリウム・カルシウム・鉄・ビタミン・葉酸といった栄養価が高くしかもバランス

よく含まれているため、食用として注目され栽培されるようになりました。 

食用に品種改良されたものを「なばな」と言う説もありますが、菜の花の花の部

分以外（つぼみや葉など）を「なばな」と言う説もあります。 

             ビタミンＣを多く含むなばなですが、水に溶けやす

い栄養素なので栄養をしっかり摂取する場合は、その

まま揚げるか炒めるとよいでしょう。また、葉酸も豊

富に含まれているため、妊娠中の方にもオススメです。 

ǱǷǱǵɛɱ Ǜȅǧȓ 

 

【豆知識】 
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